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.Abstract.

本研究では2022年のワールドカップの日本の躍進を通してサッカーの試合の勝率はどのように

すれば上がるのか？という疑問から研究に取り組んだ。Jリーグのハイライト、スタッツを見てボー

ル支配率、スコア、パス本数（ここではハーフラインを越えてからのパス、または敵陣で奪ってから

のパスを１本目とする）、ゴール数を調べてグラフを作成したところ次のことが分かった。 

①ボール支配率が低いチームほど勝率が上がる。 

②繋ぐパス本数が少ないほど得点率が高い。 

今後実験を続ければ実際に①、②の条件のチームがどのくらい勝利しているのかを調べることが

でき本研究の内容を深められるかもしれない。 

.Keyword.  サッカー/勝率 

１．序論 

（１）研究背景

  一昨年にあったサッカーの一大イベントであるワー

ルドカップがあった。日本は強豪国であるドイツやス

ペインに勝利した。そこで私たちはこの勝利にはある

理由があるのではないかと思い、研究を始めた。       

（２）研究の目的 

サッカーの試合において勝利数を上げるために必要

なのはどのようなことであるかを知りたいと思い、研究

を始めた。 

（３）過去の研究成果 

『シュート地点とゴール地点の傾向』 

（４）研究仮説

⑴ボール支配率が高いチームは総シュート本数が高

いのではないか。 

⑵ボール支配率が低いチームよりもボール支配率が

高いチームの方が勝率が高いのではないか。 

⑶総シュート本数が多いほど勝率は上がるのではな

いか。  

⑷パス本数が少ないほどゴールが生まれやすいので

はないか。 

２．調査方法 

（１）材料 

 ･Jリーグの試合結果    ・数字ルーレット 

   ･スプレットシート 

（２）調査方法 

 タブレットで２０２３年Jリーグの全試合３０６試合のスタ

ッツとハイライトを見て勝敗、スコア、ポゼッション率、

枠内シュート、パス本数を調べ、グラフにして相関が

ないか調べる。 

（３）分析方法 

仮説2は調べた試合をボール支配率順に10％ごとに

区切った。そして区切った10％ごとの全試合数から勝

ち数、引き分け数、負け数を全試合数で割って勝率、

引き分け率、負け率になおしグラフを作成した。仮説4

は調べた306試合の中から100試合を数字ルーレット
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で無作為に抽出した。そしてその試合で決まった全ゴ

ール（１４２ゴール）が決まるまでに何本のパスを繋い

だか（ここではハーフラインを越えてからのパス、また

は敵陣で奪ってからのパスを１本目とする）をパス本

数2本ごとに区切りグラフを作成した。  

３．本論 

⑴ボール支配率が高くても低くても総シュート本数と

の相関はあまり見られなかった。 

⑵ボール支配率が低いチームほど勝率が高いことが

分かった。 

⑶総シュート本数は1〜25本までは勝率は上がったが

それ以降勝率は下がってしまったため関係がないと

分かった。 

⑷パス本数が少ないほどゴールを決める確率が上

がることが分かった。 

４．結論･考察 

今回の研究では総シュート本数、パス本数、ポゼッシ

ョン率という3つの観点から調べた。そこで総シュート

本数が多くても少なくても勝率にあまり関係がないこ

とが分かった。また勝率が高いチームの特徴はパス

本数を少なく繋いでゴールに向かうと得点が生まれ

やすくなった。よってパスを多く回して攻める攻撃的な

チームよりも守って守って少ないパス本数でゴールに

向かう守備的なチームの方が得点が生まれやすく、

勝率が上がることが分かった。

５．展望 

今後は攻撃を開始してからゴールを決めるまでの時

間を測ったり、実際に相手からボールを奪って時間を

かけずに攻める戦術を用いているチームはどれくらい

勝っているのかを調べて今回調べたデータと関係が

あるかを調べたい。 
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